
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

クレパス

アリス

ステーシー

タナトス 14

煉獄

11
密室

花壇

私の愛した君は

私の愛した君よ

04

83

船は、港へ着いた。あの子にさよならを告げたのは一月ほど前の話だ。あの子は、これからも都会の風の中、何も苦労を知らずに生きるのだ。あの子の幸せはそこにある。そして、その幸せに私はいない、それだけの話だ。港には、何もなかった。ただ、島の中心部へと続く道が伸びているだけ。道は舗装されておらず、それどころか砂利もひかれていなかった。ふと、視界の隅に見えてはいけないものが映った・・・気がした。あの子だ。あの子がこの何もない島にいる。都会にいるはずのあの子が、ここにいる。何故。私は、思わず駆け出た。駆け出して、近付いて、あの子を見た。・・・違った。あの子ではなかった。髪型も、表情も、何もかも似ていた。唯一、瞳だけが違った。瞳は、未来ではなく今を見ていた。そんな風に感じた。これが、私とロザリアの出会いだった。

ロザリアは、あの子とは違った。あの子は、私の事は見ていなかったと思う。その代わり、いつもどこか遠くを見ていた。本当は、あの子を島に誘おうと思った。でも、出来なかった。この島が僻地であることはわかっていた。ネクロマンシー技術の開発に必要な希少素材がある島。都心から船で南に10時間、近くて遠い異世界だった。あの子には、この孤島とは違うもっと輝いた世界があるはずだ。だから、誘うことなど出来るはずがなかった。私は、何をするでもなく海を見ていた。毎日、海を見ていた。この水平線の彼方に、この空の彼方に、あの子の住む輝いた世界がある。私の愛した君よ、君は今も幸せでいますか。この、海の彼方で、幸せでいますか。2 1 3
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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自身に対しての対話判定の出目+１

攻撃判定ｍ切断判定の出目+１．ターン、戦闘終了時基本パーツ１つ損傷

ダメージに付属する効果を全て無効にする。

白兵攻撃の出目+１．
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肉弾攻撃１

最大行動地+１

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵攻撃３+連撃２

防御１+爆発無効

たからもの

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

防御１+切断無効

最大行動地+１

移動１

移動１

妨害１
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